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Ⅰ．データ登録編 

 

Ⅰ－１．施設一覧画面の基本操作 

 

インフォメーション画面左のメニューバーから「77条調査（登録用）」をクリック。 

 

 

①：管理者区分 1、2、3を選択。 

  

① 
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登録用施設一覧画面で表示される項目について基本的な操作方法を示す。 

 

（１）管理者区分 

 

①：表示されている道路管理者名が自身の所属であるかをこの画面で確認。 

②：画面右上のログアウトボタンをクリックすると本システムからログアウトする。 

③：管理者区分 1 は、国、都道府県、道路公社、政令市、市区町村、高速道路会社の何れか  

管理者区分 2 は、管理者区分 1で選択した下部組織 

管理者区分 3 は、管理者区分 1、2 で選択した下部組織 

尚、ログインユーザーの管理事務所が特定可能な場合には、対象の管理者区分が自動的に初

期表示されます。 

④：「クリックすると追加の検索条件が設定できます」をクリックすると追加条件画面が展開 

（詳細および操作方法は（２）追加条件による絞り込み検索 参照） 

⑤：管理者区分 1,2,3を指定することにより担当している管轄内の施設一覧を参照。 

⑥：１ページあたりの行数：施設一覧の 1画面に表示する行数を 10、20、30に変更可能。 

⑦：頁送り：←（前頁）、→（次頁） 

⑧：新規施設登録ボタンは、管理者区分 1,2,3を指定することで有効となる。 

 

 

 

  

① ② 

④ 

⑤ 

③ 

⑥ ⑦ 

⑧ 
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（２）追加条件による絞り込み検索 

 

管理者区分及び追加条件を満たす施設一覧を参照できる。 

「追加条件を設定してください」をクリックすると追加条件画面が閉じる。 
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（３）施設一覧のその他機能 

 

①：作業用番号の左側の選択欄:クリックすると全選択/全解除。 

②：選択欄：操作対象とする施設をチェック。 

③：作業用番号：クリックすると橋梁（７７条調査）編集画面へ遷移。  

④：地図：クリックすると対象施設の位置が地図上に表示。 

（（４）施設一覧からの地図表示と橋梁リスト（７７条調査）への遷移 参照） 

⑤：点検表：クリックすると対象施設の点検記録様式をダウンロード。 

 

  

① 

② 
④ ⑤ ③ 
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（４）施設一覧からの地図表示と橋梁リスト（７７条調査）への遷移 

 

①：施設位置マークをクリックすると施設名等のポップアップが表示。 

②：ポップアップ内の施設一覧アイコンをクリックすると橋梁リスト（７７条調査）の施設一覧

が表示。 

 

  

② 

① 
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Ⅰ－２．新規施設登録 

 

（１）新規施設登録の起動 

①：77条調査（登録用）画面から新規登録する施設の管理者区分 1，2，3を選択。 

②：一覧表示画面右下の「新規施設登録」をクリック。 

 

  

①  

②  
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（２）地図の基本操作と地図座標の選択 

 

①：地図の拡大表示は、＋をクリックします。地図の縮小表示は、―をクリック。 

・マウスホイールでも地図の拡大／縮小が可能。 

・地図の移動は、ハンドマークをマウスで移動したい方向にドラッグ。 

②：画面右上のメニューから表示モードを切り替え可能。 

1.標準地図、2.淡色地図、3.白色地図、4.写真 

 

 

  

① ② 



 

8 

 

以下は、表示モードを写真に切り替えた場合の表示例を示す。 

 

 

③：地図上で施設の位置をマーク（クリック）。 

④：「施設位置決定」をクリック。 

 

なお、DBで表示される地図上では、正確な施設位置の特定が困難な場合には、別途、位置座標を取

得して入力することも可能。（詳細および操作方法はⅠ－２．新規施設登録の（３）新規施設登録

―④を参照）  

③ 

④ 
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（３）新規施設登録 

 

①：作業内容区分、内容はデフォルト値で「追加」が選択される。 

②：諸元、老朽化対策、老朽化対策（跨線橋のみ）、通行規制、耐震補強、高速跨道橋はタブで分

割されており、各タブをクリックすることでタブ名に対応する情報の入力が可能。 

③：未入力の項目には、項目名が紫文字で表示。 

 

  

① 

② 
③ 
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④：地図情報より緯度経度が登録される。この情報を基に施設 ID が確定しますので必要があれ

ば登録ボタンをクリックする前に修正。 

以後、施設 IDは変更できません。緯度経度の修正は可能。 

 

 

⑤：入力完了後、登録ボタンをクリック。 

⑥、⑦：「入力された内容で登録します。よろしいですか？」の問合せに「OK」をクリック。 

 
  

⑥ 

⑦ 

④ 

⑤ 



 

11 

 

 

登録完了後、施設一覧画面に遷移。 

遷移後、登録した内容を確認するには以下を実施。 

 

⑧：必要に応じて検索条件を指定。（例で施設名で絞り込み） 

⑨：「検索」をクリック。 

⑩：施設一覧に新規施設登録した施設が表示されるので、作業用番号をクリックすると内容を表示 

 

 

  

⑧ 

⑨ 

⑩ 
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Ⅰ－３．個別データ編集・登録（ＷＥＢ入力） 

 

Ⅰ－３－１．個別データ入力画面の起動 

 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「77条調査（登録用）」をクリック。 

 

 

②：管理者区分 1、2、3を選択したのち、「検索」をクリック。 

 

① 

② 



 

13 

 

③：対象施設の「作業用番号」をクリック。 

 

  

③ 
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Ⅰ－３－２．個別データ入力 

 

①：諸元、老朽化対策、老朽化対策（跨線橋のみ）、通行規制、耐震補強、高速跨道橋のタブを切

り替えて目的の施設情報を表示。 

②：施設情報を変更。 

③：「更新」ボタンをクリック。 

 

 

④：更新後、施設一覧画面へ遷移。 

  

① 

③ 

② 

④ 
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Ⅰ－３－３．個別データの削除 

 

管理橋梁が撤去等により、登録済されている施設情報を削除する手順について示す。 

登録済みの施設は、年度内はデータそのものを削除することはできません。 

作業内容フラグを「×：削除」にすることで、施設の削除（撤去、廃止等）を表現。 

 

①：７７条調査（登録用）施設一覧を開き、対象施設の作業用番号をクリック。 

 

 

②：作業内容区分に削除を選択。 

 

  

① 

② 
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③：プルダウンメニューから該当する内容を選択。 

 

 

④：補足すべき内容入力後、⑤「更新」をクリックします。施設一覧に遷移。 

 

 

  

③ 

④ 

⑤ 
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Ⅰ－４．一括データ登録 

 

登録情報を CSVファイルで出力し、編集後一括して登録する方法を示す。 

 

登録方法は、道路橋 DBから対象橋梁の登録されているデータを CSV ファイルに出力、別途ダウン

ロードして取得する一括登録用エクセルファイル（「77 条調査データ入力シート.xlsm」を利用し

て編集（インポート、編集、エクスポート）し、一括登録する流れとなる。 

 

（１）施設一覧の表示 

 

①：インフォメーション画面左のメニューバーから「77条調査（登録用）」をクリック。 

 

  

① 
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②：検索条件を指定して「検索」をクリック。（例では、点検実施年度に 2019年度を指定） 

 

③：施設一覧が表示。 

（例：検索条件により点検実施年度 2019年の 64件が施設一覧に表示。） 

 

 

  

② 

③ 
該当施設数：64件 
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（２）一括登録用データ（CSV）の出力 

 

①：「一括登録 CSV 出力」をクリックし、施設一覧に表示されている対象施設の CSV データをダ

ウンロード。 

②:道路橋ＤＢからファイルがダウンロード。 

 

 

 

③：ダウンロードされた CSVファイルを確認。 

 

 

  

① 

② 

③ 
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（３）一括登録用ツール（EXCEL）取得 

 

①：「一括登録 EXCEL 取得」をクリックし、「77 条調査データ入力シート.xlsm」をダウンロード。 

 

 

②：ダウンロードされた７７条調査データ入力シートを確認したのち、ファイルを開く。 

 

 

  

① 

② 
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（４）CSVデータのインポート 

 

エクセルファイルに先にダウンロードした CSVデータをインポートする。 

 

①：「ツール」シートを開く。 

 
 

  

① 
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②：「インポート対象 CSVファイルを選択して下さい」をクリック。 

 
 

③、④：ダウンロード済の CSVファイルを指定し、「選択」をクリック。 

 
  

③ 

④ 

② 
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⑤：「インポート CSVファイルと場所」に選択したファイルのパスが表示されているか確認する。 

⑥：確認後、「CSVインポート開始」をクリックします。処理が完了するまでお待ちください。処

理完了後、「77条調査_登録」シートに遷移。 

  

⑤ 

⑥ 
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⑦：「インポート完了しました。」を確認し、「OK」をクリック。 

⑧：インポートされたデータ件数が表示。（インポートした件数＋１（見出し行）） 

 

  

⑦ 

⑧ 
インポート件数：６５件（見出し行含む） 
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（５）データの入力/編集 

 

① ：「７７条調査_登録」シートの各明細データの入力/編集。 

 
[入力時の注意事項] 

・入力方式には「選択」と「記入」があり、「選択」はリストボックスから選択、リストボックス

を選択すると、右側に選択結果が表示されます。「記入」は直接入力となります。 

・不要なデータ行の削除は、対象行を選択し右クリックメニューから「橋梁データ削除」で可能で

す。 

・選択欄の「#N/A」は、正しく選択されてないことを警告しています。 

・入力エラーがある箇所は背景色が黄色で表示されます。 

・「施設 ID」、「国交省作業用番号」、「管理者コード」編集することができません。 

・データ行の追加/挿入は個別データ登録（ＷＥＢ入力）で行います。 

・一括登録は当年度のデータを対象としています。過年度分のデータを一括登録することはできま

せん。 

・CSVデータのインポートの再実施した場合、登録済みのデータは削除されます。 

・老朽化対策-点検記録に当該年度（例:R6 年度であれば 2024）の点検結果（点検実施年度、点検

実施年月、点検実施年月日、判定区分、所見等）を指定した場合、点検結果（添付ファイルなし）

を追加登録します。 

注 1)点検実施年月日を指定しなかった場合は登録を行いません。（入力した値は無効） 

注 2)該当年度に既に点検結果が登録済みの場合は登録を行いません。（入力した値は無効）  

① 
注)入力項目は赤枠部のみではありません。右にも項目はあります。 
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（６）CSVデータのエクスポート 

入力／編集したデータを一括登録するために、CSVファイルにエクスポート。 

①：「ツール」シートを開く。 

②：「エクスポート対象 CSVファイルを指定して下さい」をクリックして CSVファイルを指定。 

（新たに、ファイルを作成するため、ファイル名は任意で結構です） 

 

 

③：ファイルを指定。 

④：「保存(S)」をクリック。 

 

  

② 

① 

③ 

④ 
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⑤：ツールシートの「エクスポート CSV ファイルと場所」に指定結果が反映されたことを確認。 

⑥：「CSVエクスポート開始」をクリックし、エクスポートを開始。 

  

 

 

 

⑦：「エクスポート完了しました。」を確認し、「OK」をクリック。 

  

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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⑧：７７条調査データ入力シートに切り替わるのでエクスポート件数を確認。見出し行を含むため、

エクスポートした件数＋１（見出し行）が表示される。 

エクスポートする際の入力データチェック（自動処理）でエラーが検出された場合には、エラ

ー発生の旨のダイアログが表示されます。入力エラー箇所は背景色が黄色ですので修正入力し

てください。 

注）施設 ID、国交省作業用番号、管理者コードは、７７条調査データ入力シートでは編集でき

ませんが、これらの項目が後述するサーバ側登録処理にて一致しない場合には、対象データは

登録されません。 

 

 

 

  

エクスポート件数：６５件（見出し行含む） ⑧ 
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（７）一括登録 CSV登録 

エクスポートした CSVファイルを、一括登録する操作を示す。 

①：「一括登録 CVS登録」をクリック。 

②：エクスポート済の CSVファイルを指定。 

③：「開く」をクリック。 

 

 

④：ファイル名を確認し、「はい」をクリック。 

  

① 
② 

③ 

④ 
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⑤：登録処理完了までしばらくお待ちください。 

 
 

⑥：登録処理が完了したことを確認し、「確認」をクリック。 

 
  

⑤ 

⑥ 
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⑦スキップした内容を確認する 

 

⑦ 


